
発行／青森県五戸町　編集／総務課　〒０３９－１５１３　青森県三戸郡五戸町字古舘２１－１
TEL０１７８－６２－２１１１ FAX０１７８－６２－６３１７ E-mail gonohe01＠net.pref.aomori.jp

2004年 / 月号 / Vol.

▼

～ 南小学校運動会～

７月１１日（日） 投票日



担　当　課 

建　設　課 

業　　　　務　　　　内　　　　容 

○申請書などの受付 
道路占用許可（更新）申請書、屋外広告物等許可（更新）申請書、町営住宅入所
者所得金額等申告書 

○申請書などの受付 
農事組合長の変更届、伐採届出書、火入れ許可申請書、頭羽数調査の届出、牛の
出生・移動報告書、農道修繕砕石支給申請書 
○図面確認 
農業振興地域 

○申請書などの受付 
公共下水道受益者負担金申告書・一括納付申出書 
○再発行 
下水道受益者負担金申告書、下水道受益者負担金納付書、下水道料金納付書、 
水道料金納付書 
○申請書等の用紙配布 
水洗化奨励金申請書、下水道使用料口座振替申請書、浄化槽設備補助金申請書、
下水道指定工事店一覧表 
○図面確認 
浄化槽設備補助対象区域 

○申請書などの受付 
農業者年金現況届、利用権設定等申請書、農地あっせん申出書、農業委員会選挙
人名簿登載申請書 
○証明書の交付 
耕作証明書 

○申請書などの用紙配布 
奨学資金貸与申込書 

○全　般 
各種相談・問い合わせなどの担当課への取次ぎ 

農　林　課 
（旧産業課） 

農業委員会 

教育委員会 
学　務　課 

上下水道課 
（旧下水道課） 

住民課で取り扱う分庁舎の窓口業務 

○これ以外のことでも、テレビ電話で分庁舎にいる担当者と直接話をしていただくなどして、住民課の 
　窓口で用事が済むよう対応します。 



来
る
平
成
16
年
７
月
１
日
、
い

よ
い
よ
五
戸
町
は
倉
石
村
と
合
併

し
ま
す
。「
平
成
の
大
合
併
」
県

内
第
１
号
と
し
て
町
内
外
の
関
心

を
集
め
る
こ
の
合
併
に
よ
っ
て
、

人
口
約
２
１
、５
０
０
人
、
面
積

１
７
７
・
８
２
h

の
“新
”
五
戸

町
が
誕
生
し
ま
す
。

合
併
に
伴
い
役
場
の
組
織
機
構

が
再
編
さ
れ
、
課
の
増
設
・
名
称

変
更
・
移
転
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

今
回
は
合
併
後
の
役
場
の
体
制
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

合　併　後　の　窓　口　業　務 

７月１日（木）～７月２日（金） 

いままでどおりの窓口での対応となります。 

７月５日（月）以降 

新体制がスタートします。 

◎代表電話番号は本庁舎も分庁舎も６２－２１１１です。 

◎それぞれの課に直接電話を掛けることもできます。 

○これまでの厚生課と地域保健センターが、福祉課、介護保険課、
　保健衛生課に再編され、２階に配置になります。 

○地域保健センターの全業務が保健衛生課へ移転しますので、
　特にご注意ください。 

五戸町役場本庁舎に置かれる課 

これまでの名称・場所 新しい名称・直通電話番号・場所 

住　民　課 住　民　課　６２－７９５９ 

税　務　課　６２－７９５４ 

福　祉　課　６２－７９５５ 

介護保険課　６２－７９５６ 

保健衛生課　６２－７９５８ 

出　納　室　６２－７９６３ 

総　務　課　６２－７９５０ 

財　政　課　６２－７９５１ 

企画振興課　６２－７９５２ 

議会事務局　６２－７９６７ 

本庁舎１階 本庁舎１階 

本庁舎１階 

本庁舎２階 

本庁舎２階 

本庁舎２階 

本庁舎１階 

本庁舎２階 

本庁舎２階 

本庁舎２階 

本庁舎３階 

本庁舎１階 

本庁舎１階 

総合病院敷地内 

本庁舎１階 

本庁舎２階 

本庁舎２階 

本庁舎３階 

税　務　課 

厚　生　課 

地域保健センター 

出　納　室 

総　務　課 

地域振興課 

議会事務局 

○これらの課の業務は分庁舎に移転しますが、簡易な手続きにつ
いては本庁舎の住民課でもサービスを受けることができます。 
（住民課でも取り扱う主な窓口業務を３ページの表にまとめました。） 

五戸町役場分庁舎（現倉石村役場）に置かれる課 

これまでの名称・場所 新しい名称・直通電話番号・場所 

産　業　課 農　林　課　６２－７９６０ 

建　設　課　６２－７９６１ 

上下水道課　６２－７９６２ 

農業委員会事務局　６２－７９６６ 

教育委員会学務課　６２－７９６４ 

本庁舎２階 分庁舎１階 

分庁舎１階 

分庁舎１階 

分庁舎１階 

分庁舎２階 

教育委員会 
社会教育課　

６２－７９６５ 分庁舎２階 

本庁舎２階 

本庁舎２階 

建　設　課 

教育委員会 
社会教育課 

下 水 道 課 

本庁舎２階 農業委員会事務局 

本庁舎２階 

本庁舎２階 

教育委員会学務課 



▼
浅
水
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
（
川
村
龍
雄
会
長
）
で
は
６
月

13
日
、
浅
水
下
地
区
か
ら
関
口

地
区
ま
で
の
沿
道
に
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
な
ど
を
植
え
ま
し
た
。

各
地
域
で
草
取
り
や
花
植
え
な
ど
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
環
境
美
化
運
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
豊
間
内
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
実

行
委
員
会
（
石
亀
敏
春
会
長
）
は

６
月
６
日
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど
１
、

３
０
０
本
余
り
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
え
て
、
国
道
４
５
４
号
沿
い
な

ど
に
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
日
に
は
豊
間
内
小
学

校
の
児
童
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

も
加
わ
っ
て
、
ひ
ま
わ
り
の
苗
を

浅
水
川
沿
い
に
植
え
ま
し
た
。

▼
五
戸
町
連
合
婦
人
会

（
鳥
谷
部
富
子
会
長
）

と
五
戸
町
赤
十
字
奉
仕

団
（
松
尾
シ
ゲ
委
員
長
）

で
は
５
月
30
日
、
約
80

人
が
参
加
し
て
ひ
ば
り

野
公
園
周
辺
の
草
取
り

を
し
ま
し
た
。

浅水地区のみなさん

新たに設置された安全柵

豊間内地区のみなさん

豊間内小の児童も運動に参加

連合婦人会・赤十字奉仕団のみなさん

▼
五
戸
町
職
員
定
数
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
定
数
を
３
５
０
人
か
ら
４
１
８
人
に
増
や
す
こ
と

と
し
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
８
、
９
６
７
万
６
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
67
億
７
、
４
１
５
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
増
　
額

ま
つ
り
衣
装
等
の
備
品
購
入
費
２
２
０
万
円
、
桜
沼
公
園

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
補
助
金
２
５
０
万
円
、
菖
蒲
川
公

民
館
新
築
事
業
助
成
金
２
０
０
万
円
、
人
権
啓
発
広
告
料
２

６
０
万
円
、
臨
時
保
育
士
賃
金
２
４
０
万
円
、
健
診
セ
ン
タ

ー
特
別
会
計
繰
出
金
４
億
６
、
９
０
０
万
円
、
町
道
道
路
改

良
工
事
費
１
、
２
０
０
万
円

●
減
　
額

合
併
記
念
式
典
等
業
務
委
託
料
１
５
０
万
円
、
庁
舎
議
場

お
よ
び
議
員
控
室
等
改
修
工
事
費
６
５
０
万
円

こ
の
ほ
ど
、
桜
沼
公
園
を
す
す

め
る
会
（
田
代
哲
三
会
長
）
で
は
、

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
「
宝

く
じ
普
及
広
報
事
業
」
の
助
成
を

受
け
て
桜
沼
広
場
へ
安
全
柵
、
花

壇
（
２
箇
所
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

今
後
、
地
域
の
方
々
が
、
こ
の

花
壇
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル

ビ
ア
を
植
え
た
り
、
広
場
内
の
草

刈
り
な
ど
を
す
る
予
定
で
、
地
域

を
挙
げ
て
環
境
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。



議会ニュース

昭
和
10
年
か
ら
農
業
に
従
事
。

昭
和
29
年
か
ら
は
４
期
に
わ
た
り

五
戸
町
農
業
委
員
を
務
め
る
。
昭

和
32
年
に
中
市
筒
口
土
地
改
良
区

理
事
に
就
任
し
、
以
来
、
昭
和
43

年
五
戸
町
農
業
協
同
組
合
理
事
、

昭
和
46
年
中
市
筒
口
土
地
改
良
区

副
理
事
長
、
昭
和
54
年
同
土
地
改

良
区
理
事
長
を
歴
任
。
県
内
初
の

農
業
構
造
改
善
事
業
を
導
入
し
、

五
戸
町
の
農
業
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

昭
和
25
年
土
地
家
屋
調
査
士
と

し
て
佐
々
木
事
務
所
を
開
業
。
昭

和
29
年
に
は
司
法
書
士
業
務
も
開

始
。
青
森
県
司
法
書
士
会
名
誉
会

長
な
ど
を
務
め
、
本
業
に
精
力
的

に
取
り
組
む
傍
ら
、行
政
相
談
員
、

五
戸
町
都
市
計
画
審
議
会
会
長
、

五
戸
町
商
工
会
副
会
長
、
五
戸
警

察
友
の
会
副
会
長
な
ど
、
幅
広
い

分
野
に
お
い
て
地
域
に
貢
献
し
ま

し
た
。

町
議
会
議
員
に
よ
る
町
有
林
視
察
が
、
５
月
28
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
視
察
は
、
町
有
林
（
総
面
積
約
１
４
０
ha
）
の

生
育
状
況
を
見
る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、

岡
谷
地
・
四
五
市
・
中
筒
地

区
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
ら
は
、
町
有
林
看
守

人
の
越
懸
澤
正
治
さ
ん
、
赤

坂
克
弘
さ
ん
、
上
村
廣
和
さ

ん
、
産
業
課
の
担
当
職
員
ら

の
案
内
で
育
成
状
況
を
見
て

ま
わ
り
、
間
伐
や
下
刈
り
、

枝
打
ち
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

町
議
会
定
例
会
（
第
五
回
）
が
６
月
３
日
か
ら
８
日
ま
で
の

６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
合
併

関
連
条
例
な
ど
１
３
４
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
決
ま
っ
た
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
五
戸
町
助
役
の
定
数
に
関
す
る
条
例

合
併
と
同
時
に
助
役
の
定
数
を
１
人
か
ら
２
人
に
増
や
す

こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼
五
戸
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

合
併
協
定
に
よ
り
、
町
民
税
と
固
定
資
産
税
の
納
期
前
納

付
に
対
す
る
報
奨
金
の
率
を
０
・
７
％
か
ら
０
・
２
％
に
引

き
下
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼
五
戸
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

委
員
の
定
数
を
13
人
か
ら
20
人
に
増
や
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。



（
東
北
大
学
） 
二
井
　
一
則 

田
村
　
　
新 

袴
田
真
理
子 

阿
部
　
尚
央 

袴
田
真
理
子 

（
弘
前
大
学
） 

笹
野
　
拓
也 

今
泉
　
典
子 

深
瀬
　
栄
一 

（
弘
前
大
学
） 

三
上
　
靖
隆 

井
戸
川
敏
彦 

村
田
　
幸
生 

原
田
　
昭
彦 

渡
部
　
秀
一 

蝦
名
　
宣
男 

大
根
田
　
昭 

三
浦
　
昌
人 

東
山
　
明
弘 

矢
田
部
宏
一 

西
谷
　
大
輔 

愛
川
　
俊
信 

新
井
田
修
久 

医
師
名 

皮
　
膚
　
科 

耳
　
　
鼻
　 

い
ん
こ
う
科 

小
　
児
　
科 

脳
神
経
外
科 

整
形
外
科 

産
婦
人
科 

外
　
　
　
科 

（
糖
尿
病
） 

（
循
環
器
） 

内
　
　
　
科 

診
　
療
　
科 

非
常
勤 

非
常
勤 

非
常
勤 

科
　
長 

眼
　
　
　
科 

非
常
勤 

科
　
長 

科
　
長 

副
院
長 

非
常
勤 

副
医
長 

医
療
局
長 

院
　
長 

非
常
勤 

非
常
勤 

副
医
長 

副
医
長 

科
　
長 

副
院
長 

職
　
名 

　木
曜
日 

　第
１
・
３
土
曜
日 

　金
曜
日 

　木
曜
日 

　水
曜
日 

　火
曜
日 

　第
１
・
４
金
曜
日 

　火
曜
日
、
第
２
・
４
水
曜
日 

小
林
　
貴
樹 

非
常
勤 

　火
〜
水
曜
日 

　（
医
療
技
術
局
長
） 

　金
曜
日
〜
土
曜
日 

　（
科
長
） 

　
第
１
・
３
火
曜
日 

　木
曜
日 

　水
曜
日 

備
　
　
　
考 

●５月の診療科別患者数

※　入院 =毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（ ）＝昨年度同期

外　科 内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科 

外　来 

入　院 

外　来 

入　院 

4,025

（ 4,535） 
3,248

（ 3,128） 
8,518

（ 9,103） 
6,335

（ 5,977） 

683

（ 740） 
540

（ 558） 

447

（ 513） 

1,408

（ 1,415） 
1,018

（ 1,163） 
1,225

（ 1,082） 

908

（ 1,232） 
43

（ 80） 
277

（ 263） 
2,071

（ 2,311） 
78

（ 120） 

241

（ 164） 
63

（ 0） 
435

（ 340） 
72

（ 0） 

584

（ 762） 
0

（ 0） 
1,460

（ 1,564） 
0

（ 0） 

1,923

（ 2,172） 
666

（ 414） 
4,020

（ 4,351） 
1,293

（ 1,022） 

659

（ 679） 
674

（ 723） 
1,404

（ 1,364） 
1,390

（ 1,443） 

皮膚科 
228

（ 319） 
0

（ 0） 
439

（ 593） 
0

（ 0） 

9,728

（ 11,205） 
5,511

（ 5,166） 
20,773

（ 22,204） 
10,840

（ 10,157） 

計 

患者数 

４月か
らの延
患者数 

　　　　診療科 
区分 

 
 

477

（ 602） 

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示

し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に
　

五
戸
総
合
病
院外科副医長

原
はら

田
だ

昭
あき

彦
ひこ

・
医
学
博
士

・
日
本
外
科
学
会
認
定
医

・
弘
前
市
出
身

・
昭
和
40
年
７
月
31
日
生(

38
才)

・
昭
和
59
年
３
月
東
北
学
院
榴
ヶ

岡
高
等
学
校
卒
業

・
平
成
９
年
３
月
福
島
県
立
医
科

大
学
卒
業

・
平
成
９
年
４
月
宮
城
健
康
保
険

病
院
勤
務

・
平
成
９
年
５
月
医
師
免
許
取
得

五
戸
総
合
病
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
診
療
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
た
佐
々
木

剛
先
生
が
６
月
30
日
付
け
で
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
後
任
と
し
て

原
田
昭
彦
先
生
が
７
月
１
日
付
け
で
着
任
さ
れ
ま
す
。

外
科
に
原
田
先
生
を
お
迎
え
し
ま
す

・
平
成
11
年
４
月
東
北
大
学
医
学

部
第
一
外
科
入
局

・
平
成
11
年
４
月
東
北
大
学
大
学

院
入
学

・
平
成
14
年
10
月
い
わ
き
市
立
常

磐
病
院
勤
務

・
平
成
15
年
３
月
東
北
大
学
大
学

院
卒
業

・
平
成
15
年
４
月
仙
北
組
合
総
合

病
院
勤
務



善
　
太
　
郎

（
五
戸
町
）

久
保
田
玲
子

（
菖
蒲
川
）

橘
　
ミ
ネ
子

（
北
市
川
）

田
代
十
志
男

（
上
市
川
）

類
家
　
清
美

（
菖
蒲
川
）

藤
村
　
ナ
ヲ

（
鍛
冶
屋
窪
）

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

町
立
公
民
館
で
行
わ
れ
た
２
つ

の
コ
ン
サ
ー
ト
の
話
題
を
お
届
け

し
ま
す
。

一
つ
め
は
、
６
月
６
日
に
行
わ

れ
た
小
渡
恵
利
子
さ
ん
の
ソ
プ
ラ

ノ
コ
ン
サ
ー
ト
。
５
０
０
人
を
超

え
る
観
客
が
、
小
渡
さ
ん
の
生
の

歌
声
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

童
謡
「
黄こ

金が
ね

虫む
し

」
や
「
も
の

の
け
姫
」
な
ど
お
茶
の
間
で
も
馴

染
み
の
曲
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
や
ス

ペ
イ
ン
の
歌
曲
ま
で
多
彩
な
選
曲

で
観
客
を
魅
了
。
ま
た
、
共
演

者
・
鳥
居
礼
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
独

奏
や
宮
原
浩
暢
さ
ん
と
の
二
重
唱

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

第
25
回
五
戸
町
老
人
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
６
月
10
日
、
五
戸
ド

ー
ム
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
の
健
康
保
持
と
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
合

併
を
目
前
に
控
え
る
と
い
う
こ
と

で
、
倉
石
村
の
チ
ー
ム
も
参
加
。

９
チ
ー
ム
58
名
が
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

桐
喜
和
会

準
優
勝

上
市
川
同
友
会

第
３
位

年
輪
会
Ａ

二
つ
め
は
、
６
月
17
日
の
町
民

い
こ
い
の
日
海
上
自
衛
隊
大
湊
音

楽
隊
演
奏
会
で
す
。
こ
の
日
も
た

く
さ
ん
の

観
客
が
公

民
館
大
ホ

ー
ル
に
詰

め
掛
け
ま

し
た
。

「
白
鳥

の
湖
」
や

デ
ィ
ズ
ニ

ー
映
画
メ

ド
レ
ー
な

ど
10
曲
を

披
露
。
さ

ら
に
ア
ン

コ
ー
ル
で
は
、
五
戸
町
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
「
大
空
へ
続
く
道
」
と
ホ

ン
モ
ノ
の
「
軍
艦
マ
ー
チ
」
で
ひ

と
き
わ
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
演
奏
会
開
演
前
に
は
五

戸
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
を
各
楽
器

に
分
か
れ
て
指
導
。
吹
奏
楽
部
部

長
の
川
h
夕
貴
さ
ん
か
ら
、
感
謝

の
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。



入
の
う
え
、
人
事
院
東
北
事
務

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

○
〒
９
８
０
―

０
０
１
４

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
―
２
―
23

人
事
院
東
北
事
務
局

第
二
課
試
験
係

℡
０
２
２
│

２
２
１
│

２
０
２
２

○
〒
９
８
０
―

８
４
３
０

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
―
３
―
１

仙
台
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

℡
０
２
２
│

２
６
３
│

１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sendai.nta.go.jp

ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署
総
務

課
ま
で
。

「
男
ら
し
さ
」「
女
ら
し
さ
」
っ

て
何
だ
ろ
う
？

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
が
尊
重
さ
れ
る
の
が

『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
で
す
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
想
い

を
五
・
七
・
五
の
十
七
音
に
表
現

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
作
品
の
条
件

○
男
女
共
同
参
画
社
会
を
テ
ー
マ

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
、
技
能
）

●
受
験
資
格

一
般
は
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

者
。
技
能
は
18
歳
以
上
で
保
有

す
る
技
能
に
応
じ
53
〜
55
歳
未

満
の
者

●
申
し
込
み
期
間

平
成
16
年
７
月
20
日（
火
）か
ら

10
月
15
日（
金
）ま
で

●
試
験
日

平
成
16
年
10
月
23
日
（
土
）
か

ら
25
日
（
月
）
の
い
ず
れ
か

一
日
を
指
定
し
ま
す
。

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

●
受
験
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

●
申
し
込
み
期
間

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま

す
。

●
試
験
日

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
衛
隊
八
戸
募
集
事
務
所

℡
45
│

１
９
２
０

自
衛
官
募
集
相
談
員

川
村
菊
之
蔵

℡
62
│

２
９
７
１

福
田
　
　
馨

℡
62
│

２
４
１
９

中
川
原
良
治

℡
62
│

４
３
０
１

小
泉
　
昌
明

℡
62
│

５
４
９
１

川
h

孝
光

℡
68
│

２
５
５
６

仙
台
国
税
局
で
は
、
平
成
17
年

４
月
採
用
の
税
務
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
人
事
院
が
実
施
す
る

「
平
成
16
年
度
国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種
（
税
務
）
試
験
」
に
最
終
合

格
し
た
者
の
中
か
ら
税
務
職
員
と

し
て
採
用
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
人
員

45
名
程
度

●
受
験
資
格

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

62
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ

た
者

●
第
１
次
試
験
日

平
成
16
年
９
月
５
日
（
日
）

●
申
し
込
み
期
間

平
成
16
年
６
月
22
日（
火
）か
ら

６
月
29
日（
火
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税

局
人
事
第
二
課
、
ま
た
は
人
事

院
東
北
事
務
局
に
備
え
付
け
の

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

募

集

種

目

と
し
た
川
柳

○
ひ
と
り
３
句
以
内

※
応
募
作
品
の
返
却
は
行
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
応
募
さ
れ
た
作
品

の
著
作
権
は
「
青
森
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
」
に
帰
属
し

ま
す
。

●
応
募
締
切
り

平
成
16
年
９
月
30
日
（
木
）

●
応
募
資
格

青
森
県
内
に
在
住
お
よ
び
勤
務

し
て
い
る
方

●
応
募
方
法

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

※
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

年
齢
、
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
番
号
、

職
業
（
学
校
名
お
よ
び
学
年
）

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
応
募
も
可
能

で
す
。

●
応
募
先

〒
０
３
０
―

０
８
２
２

青
森
市
中
央
３
丁
目
17
―

１

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

川
柳
募
集
係

℡
０
１
７
│

７
３
２
│

１
０
８
５

０
１
７
│

７
３
２
│

１
０
７
３

Ｅ
メ
ー
ル

danjo@
apio.pref.aom

ori.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.apio.pref.aom
ori.jp

募

集

種

目

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先



毎年７月は「社会を明るくする運動」強調月間です
「社会を明るくする運動」は、すべての国民が犯罪の防止と罪を犯した人たちの更生につ

いて理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こ
うとする全国的な運動です。
次代を担う少年を非行から守り、非行に陥った少年の立ち直りを助けるため、地域に理解

と協力の輪を広げましょう。

八戸地区保護司会

市町村振興宝くじ１等・前後賞合わせて３億円

◎発売期間……平成16年７月12日（月）～７月30日（金）

◎抽せん日……平成16年８月10日（火）

財団法人　青森県市町村振興協会

サマージャンボ



7月の 
行事予定 
7月の 
行事予定 

●町民カレンダーと合わ
せてご利用ください。

●行事についての問い合わせ
ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

7月の 
相 　 談 
7月の 
相 　 談 相談は無料です

■ 9 日（金）あすなろ教室
13：00～17：00 町立公民館

■29日（木）浅田地区健康相談
13：00～15：00 役場浅田支所

■毎週木曜日　健康相談
13：00～15：00 地域保健センター

■交通事故相談（八戸支所）
毎週月曜日から金曜日
9：00～16：00 県八戸合同庁舎２階

■交通事故巡回相談所
13日（火） 10：00～15：00
26日（月） 八戸市市民相談室

■ 2 日（金）町長杯町民サッカー大会開会式
18：30～ ひばり野公園

■ 4 日（日）奥州街道ウォーク
8 ：30 町立公民館前出発

■11日（日）参議院議員通常選挙投票日

■29日（木）～ 8 月 5 日（木）
夏休み子ども映画会

13：30～15：00 町図書館

青
森
県
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
と
は
、
旧
青
森
県
立
点
字
図

書
館
の
こ
と
で
、
視
覚
障
害
者
の

た
め
に
、
点
字
・
録
音
・
Ｃ
Ｄ
に

よ
る
図
書
・
雑
誌
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
る
機
関
で
す
。

蔵
書
は
、
事
典
や
専
門
図
書
、

小
説
ま
で
網
羅
。
さ
ら
に
は
「
週

刊
現
代
」
な
ど
の
定
期
刊
行
物
も

利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
点
字
の
み
な
ら
ず
、
朗

読
に
よ
り
録
音
し
た
図
書
・
雑
誌

も
有
す
る
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
よ
る
全
国
の
点
字
図
書
館

の
利
用
や
、
こ
れ
以
外
に
お
読
み

に
な
り
た
い
図
書
の
点
字
・
録
音

な
ど
の
製
作
に
つ
い
て
も
希
望
を

伺
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
図
書
の

利
用
の
ほ
か
、
対
面
朗
読
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

費
用
は
一
切
無
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。
貸
し
出
し
・
返
却
に
つ
い

て
も
無
料
の
郵
便
を
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

当
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
は
身
体

障
害
者
手
帳
の
所
持
者
な
ど
の
一

定
の
条
件
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

℡
０
１
７
│

７
８
２
│

７
７
９
９

●
対
象
者

次
の
３
つ
の
条
件
を
満
た
す
方

○
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
に
在

学
中
で
五
戸
町
出
身
の
方

○
健
康
で
海
外
で
の
生
活
お
よ
び

研
究
、
調
査
活
動
の
で
き
る
方

○
外
国
語
の
基
礎
知
識
を
有
す
る

方
●
研

修

先

英
国
を
含
む
諸
外
国

●
研
修
期
間

３
〜
５
週
間

●
補

助

金

50
万
円

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

役
場
教
育
委
員
会
学
務
課

℡
62
│

２
１
１
１

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
住
宅
ロ

ー
ン
の
返
済
で
お
困
り
に
な
っ
た

場
合
で
も
、
安
心
し
て
今
後
の
返

済
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
返
済

相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。
返
済
期

間
の
延
長
な
ど
お
客
様
の
状
況
に

応
じ
た
返
済
方
法
の
変
更
に
も
柔

軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
住

宅
金
融
公
庫
東
北
支
店
（
℡
０
２

２
│

２
２
７
│

５
０
０
３
）
ま

た
は
、
現
在
返
済
中
の
金
融
機
関

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

大
字
扇
田
字
寺
沢
28
│

29

畑
　
　
　
３
７
６
２
g

●
申
込
み
期
限

平
成
16
年
７
月
９
日
（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
62
│

２
１
１
１

合
併
に
伴
い
住
所
地
番
の
後
の

「
の
」
の
表
示
が
な
く
な
り
ま
す
。

（
例
）五
戸
町
字
古
舘
21
番
地
の
１

↓

（
例
）五
戸
町
字
古
舘
21
番
地
１

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課

℡
62
│

２
１
１
１

先
月
発
行
し
た
広
報
５
月
号
２

ペ
ー
ジ
の
教
育
大
会
の
記
事
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤
沢
田
教
育
長
か
ら
受
賞
者
に
表

彰
状
と
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
た

正
沢
田
教
育
委
員
長
か
ら
受
賞
者

に
表
彰
状
と
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ

た

身障者用駐車場できました

このたび、役場・町立公民
館・図書館に、身障者用駐車ス
ペースを整備しました。どうぞ
お気軽にご利用ください。



放
送
大
学
で
は
、
平
成
16
年
度

第
２
学
期
生
（
10
月
入
学
）
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
学
生

○
教
養
学
部

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
）

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
）

科
目
履
修
生
（
６
ヵ
月
間
在
学
）

○
大
学
院

修
士
科
目
生
（
６
ヵ
月
間
在
学
）

※
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
視
聴
方
法

Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
放
送
大

学
の
授
業
を
放
送
し
て
い
る
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
局
で
視
聴
で
き
ま
す
。

ま
た
、
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

な
ど
で
授
業
の
再
視
聴
も
で

き
、
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
た

学
習
が
で
き
ま
す
。

●
出
願
期
限

平
成
16
年
８
月
31
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

八
戸
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
「
ユ
ー
ト
リ
ー
」
内
　

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

℡
70
│

１
６
６
３

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.u-air.ac.jp/hp

宮
内
庁
は
、
平
成
17
年
の
歌
会

始
の
お
題
を
「
歩
み
」
と
し
て
募

集
要
項
を
発
表
し
ま
し
た
。

●
作
品
の
条
件

○
「
歩
」
の
字
句
を
詠
み
込
ん
だ

自
作
の
短
歌
で
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

※
「
歩
」
の
文
字
を
使
用
し
て
い

れ
ば
「
進
歩
」
の
よ
う
な
音
読

み
、
ま
た
は
、「
歩
む
」「
歩
く
」

や
こ
れ
ら
の
活
用
形
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

○
一
人
一
首
と
し
ま
す
。

○
半
紙
に
毛
筆
で
自
筆
が
原
則
で

す
。
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に

用
い
、右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、

左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ

り
が
な
つ
き
）、
生
年
月
日
お

よ
び
職
業
（
な
る
べ
く
具
体
的

に
、
無
職
の
場
合
は
な
る
べ
く

元
の
職
業
）
を
縦
書
き
で
書
い

て
く
だ
さ
い
。

※
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

毛
筆
に
て
自
書
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
左
記
に
よ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
代
筆
（
墨
書
）
に
よ
る
。
代
筆

の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
氏
名

を
別
紙
に
記
入
し
添
え
て
く
だ

さ
い
。

・
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
を
使
用
し
て
印
字
す
る
。

こ
れ
ら
の
機
器
を
使
用
し
た
理

由
を
別
紙
に
記
入
し
添
え
て
く

だ
さ
い
。

・
視
覚
障
害
の
方
は
、
点
字
で
も

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

●
応
募
先

〒
１
０
０
―

８
１
１
１

宮
内
庁

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添

え
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切
り

平
成
16
年
９
月
30
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ

返
信
用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を

添
え
て
、
宮
内
庁
式
部
職
宛
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kunaicho.go.jp/

12/d12-03

）
も
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

個
人
事
業
税
は
、
一
定
の
事

業
を
行
う
個
人
に
対
し
、
原
則

と
し
て
前
年
の
所
得
を
も
と
に

課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

個
人
事
業
税
が
課
税
さ
れ
る
主

な
事
業
の
種
類
お
よ
び
納
め
る

額
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

県
税
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ

だ
よ
り

る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
原
則

と
し
て
８
月
と
11
月
の
２
期
に

分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

八
戸
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

個
人
事
業
税
担
当

℡
27
│

５
１
１
１

（
内
線
２
１
０
）

次の事業を行っている個人で 
　○県内に事務所・事業所がある方 
　○事務所・事業所を設けていない方で住所地が県内の方 

に対して課されます。 

※課税所得＝前年の収入金額－必要経費－事業専従者控除 
　　　　　　　　　　　　　－各種控除（事業主控除２９０万円など） 

物品販売業、不動産貸付業、駐車場業、運送
業、製造業、請負業、旅館業、飲食店業、代
理業などの事業 

畜産業、水産業、薪炭製造業 
（主として自家労力を用いて行うものを除く） 

医業、歯科医業、薬剤師業、弁護士業、税理
士業、コンサルタント業、デザイン業、理容
業、美容業などの事業 

助産師業、あん摩・マッサージ、指圧・ 
はり・きゅう・柔道整復その他の医業に類す
る事業、装蹄師業 

事　業　の　種　類 納める額 

第１種 
事　業 

課税所得 
× ５ ％ 

課税所得 
× ５ ％ 

課税所得 
× ３ ％ 

第２種 
事　業 

課税所得 
× ４ ％ 

第３種 
事　業 



額
の
財
産
を
残
し
て
若
死
に
し

た
。
文
治
の
妻
は
、
教
育
熱
心
な

女
性
で
、
又
右
衛
門
の
父
に
あ
た

る
武
兵
衛
（
明
和
二
年
生
ま
れ
）

と
そ
の
弟
、
善
五
郎
を
育
て
た
。

武
兵
衛
は
、
五
戸
特
産
の
大
豆

や
穀
類
を
買
い
求
め
、
着
々
と
家

業
を
盛
り
立

て
、
近お

う

江み

商
人

（
滋
賀
県
）
の

腕
前
を
発
揮
。

古
里
か
ら
屋
号

を
と
っ
て
江
州

屋
と
称
し
た
。

藤
田
家
は
、

藩
の
御
用
を
務

め
る
五
戸
御
給

人
、
権
断
職

（
政
治
権
の
あ

る
家
柄
）
と
な

っ
た
。

天
保
六
年
（
一
八
三
五
年
）
十

月
調
査
の
盛
岡
藩
分
限
番
付
表

（
分
限
と
は
金
持
ち
の
こ
と
）
に

新
道
が
完
成
し
た
と
き
、
藩
か

ら
武
兵
衛
に
対
し
て
「
何
な
り
と

希
望
を
願
い
出
る
べ
し
」
と
の
お

達
し
が
で
た
。
再
三
考
え
て
い
た

が
、

「
三
本
木
平
、
下
田
谷
地
、
尻
引

谷
地
の
う
ち
一
ヶ
所
を
開
墾
さ
せ

て
ほ
し
い
」

と
願
い
出
た
。
こ
う
し
て
、
尻
引

谷
地
の
開
墾
が
許
可
さ
れ
た
。
近

く
の
浜
市
川
に
は
五
戸
代
官
所
が

九
ヶ
所
に
砲
台
を
築
き
、
海
の
守

り
を
固
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

重
要
性
に
富
ん
で
い
た
ら
し
い
。

天
保
七
年
は
大
飢
饉
で
、
尻
引

谷
地
の
農
民
は
食
う
米
も
な
か
っ

た
。
そ
の
と
き
、
働
く
農
民
に
精

栗
一
升
と
銭
を
与
え
て
工
事
を
始

め
た
。
武
兵
衛
七
十
歳
、
又
右
衛

門
三
十
二
歳
の
と
き
だ
っ
た
。

武
兵
衛
の
性
格
は
山
師
気
で
豪

胆
、
柔
順
で
綿
密
な
計
画
を
立
て

る
弟
の
善
五
郎
と
は
対
照
的
だ
っ

た
。
話
し
合
い
を
し
て
い
る
う
ち

に
、
鶏
鳴
を
聞
い
て
別
れ
る
こ
と

も
度
々
。
こ
の
兄
弟
が
心
を
合
わ

せ
て
相
談
実
行
し
た
こ
と
が
、
尻

引
谷
地
の
開
田
事
業
に
強
い
影
響

を
与
え
て
い
る
。

五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員

三
浦
　
榮
一

五
戸
川
の
神
明
川
原
に
あ
る
頭

首
工
の
洪
水
吐
門
扉
。
今
か
ら
二

十
四
年
前
の
昭
和
五
十
五
年
三
月

に
完
成
し
た
。

神
明
川
原
用
水
堰
の
歴
史
は
、

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
ま

で
遡
る
。
天
保
七
年
（
今
か
ら
百

六
十
七
年
前
）

に
五
戸
村
新
町

の
藤
田
又
右
衛

門
が
、
上
市
川

下
区
の
五
戸
川

に
水
源
を
見
つ

け
、
親
子
二
代

に
わ
た
り
二
十

一
年
の
月
日
と

巨
万
の
財
産
を

支
出
し
、
安
政

三
年
に
用
水
を

完
成
さ
せ
た
。

藤
田
家
の
先

祖
は
、
江
州
大
溝
出
身
で
医
者
の

家
だ
っ
た
。
祖
父
文
治
は
元
和
年

間
の
頃
、
五
戸
に
と
ど
ま
り
、
巨

お
い
て
、
藤
田
武
兵
衛
は
前
頭
三

枚
目
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。

五
戸
地
方
で
悪
銭
が
造
ら
れ
た

と
き
、
武
兵
衛
は
自
費
で
光
銭
一

枚
と
じ
ゃ
く
銭
（
に
せ
銭
）
二
枚

を
交
換
。
数
日
に
し
て
全
部
を
回

収
し
た
。
そ
の
額
百
七
両
、
銭
八

百
四
十
二
貫
あ
っ
た
と
い
う
。
文

政
五
年
（
一
八
二
二
年
）
七
月
二

日
、
武
兵
衛
五
十
六
歳
の
と
き
で

あ
る
。

藩
が
財
政
困
難
の
際
に
は
、
浄

財
を
寄
付
（
文
政
十
一
年
千
両
、

天
保
二
年
千
二
百
両
、
天
保
五
年

百
三
十
両
）。
さ
ら
に
、
天
保
の

凶
作
の
と
き
に
は
、
困
窮
者
救
済

の
た
め
に
米
二
百
五
十
俵
を
差
し

出
し
た
。
武
兵
衛
は
、
藩
か
ら
協

力
者
と
し
て
上
・
下
一
着
の
賞
与

が
あ
っ
た
。

ま
た
、
宮
古
新
道
の
大
改
修
を

自
弁
で
行
い
、
幅
四
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
百
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
文

政
六
年
六
月
二
十
二
日
に
完
成
さ

せ
た
。（
南
部
史
要
）

こ
の
ほ
か
、
浅
岸
か
ら
宮
古
へ

の
山
中
近
道
、
遠
野
か
ら
釜
石
に

至
る
仙
人
峠
の
沢
合
近
道
を
つ
く

り
、
そ
の
功
績
に
よ
り
、
盛
岡
支

配
の
諸
士
と
し
て
、
禄
五
十
石
を

た
ま
わ
っ
た
。

郷
土 

探
訪 

町の人口

（前月対比）

男　１８,７４２人（－４）

女　１９,２８７人（－14）

総人口１８,０２９人（－18）

世帯数１５,８１３世帯（＋４）

平成16年６月１日現在

Ｎｏ.113

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

８月の納期

納
期
限
８
月
２
日

固
定
資
産
税
　
　
第
２
期

国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

■
五
戸
斎
場
へ

青
森
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
三

八
支
部
霊
柩
部
会
（
山
村

雅
雄
部
会
長
）
か
ら
折
り

た
た
み
イ
ス
20
脚

上市川下区にある神明川原頭首工橋


